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2.1.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 猪股 俊光 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，計算モデル論，組込みシステム論，基盤システム演習 A，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
プログラム言語特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール，ソフ
トウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
離散数学のテキスト作成 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
特になし 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 富田哲朗, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理の一手法”, 情
報処理学会創立 50 周年（第 72 回）全国大会, 1ZB-2，2010 年 3 月． 
2) 十文字健之，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，曽我正和，千葉和幸，河野准之，“制動力保持機構を持つブレ
ーキシステムにおける可視光通信を用いた保持制御”, 情報処理学会創立 50 周年（第 72 回）全国大会, 2ZA-1，
2010 年 3 月．（学生奨励賞受賞） 
3) 及川雅，後藤隆宏，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，千葉和幸，河野准之，“運転者の操作負荷を軽減した駐
車場における車両探索システム”, 情報処理学会創立 50 周年（第 72 回）全国大会, 3ZA-2，2010 年 3 月． 
4) 菊池崇仁，曽我正和，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“教育用プロセッサ SEP-X の設計とシミュレータの製
作”, 電子情報通信学会 2010 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-231，2010 年 3 月．
(e) 研究費の獲得 
1) 共同研究「留意点自動検査に関する研究開発」，アイシン・コムクルーズ株式会社 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
全学アドミッション・オフィス委員，全学入学試験連絡調整会議委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部入試部会部会長，入試検討委員会委員長，学部・研究科運営委員 
(c) 学生支援 
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特になし 
(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1） 組込み系高度 IT 技術者養成プログラム開発委託教員 
(b) 企業・団体などにおける活動 
特になし 
(c) 一般教育 
1) 八戸工業校等専門学校電気情報工学科非常勤講師（システム工学） 
(d) 産学連携 
1) アイシン・コムクルーズ(株)との共同研究 
2) （有）中央車体との共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
特になし 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
組込みソフトウェアのコードレビュー手法に関する研究 
 組込みシステムのソフトウェアは，パッケージソフトウェアと比べて，製品出荷後のバージョンアップが非常に
困難であり，出荷直前の検査はもちろんのこと，開発の各段階での検査が重要である．ソフトウェアの品質を向上
させるための手法の一つがコードレビューである．しかしながら，この作業は主として人手に頼っており，特に組
込みソフトウェアの場合，ハードウェアに依存する部分が多く，品質の均質化や効率化が課題とされていた．そこ
で，過去の不具合事例集をもとに不具合の原因となりうるコードをパターンとして記述することとし，記述された
パターンがソースファイル(複数個でも可)中に含まれているかどうかを自動的に検査するツールの開発を試みた．
これにより，パターンとして記述が可能な不具合については自動的な検査が可能となった．今後は，パターンとし
て記述が困難な不具合を対象とする検査方法の開発が課題である． 
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職名： 准教授 氏名： 新井 義和 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ハードウェア基礎，ファームウェア学，学の世界入門，プロジェクト演習 I，プロジェクト演習 II 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム基盤総論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
特になし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 十文字健之，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，曽我正和，千葉和幸，河野准之，“制動力保持機構を持つブレ
ーキシステムにおける可視光通信を用いた保持制御”，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZA-1, 2010 年 3 月
2) 及川 雅，後藤隆宏，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，千葉和幸，河野准之，“運転者の操作負荷を軽減した
駐車場における車両探索システム”，情報処理学会第 72 回全国大会，3ZA-2, 2010 年 3 月 
3) 富田哲郎，今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理の一手法”，情
報処理学会第 72 回全国大会，1ZB-2, 2010 年 3 月 
4) 菊池崇仁，曽我正和，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“教育用プロセッサ SEP-X の設計とシミュレータの
製作”, 電子情報通信学会 2010 年総合大会, ISS-P-231, 2010 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
特になし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
人事等審査委員会，ハラスメント防止対策委員会，職場委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員会，評価委員会 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) NPO 法人森林ボランティア山仕事くらぶ 理事 
(c) 一般教育 
1) ET ロボコン 2009 北海道・東北地区 技術委員長 
2) 岩手県立大学公開講座 “林業における情報技術” 
3) 出前授業（水沢高校） “ET ロボコンとその技術課題” 
(d) 産学連携 
1) 制動力保持機構を持つブレーキシステムの開発，（有）中央車体 共同研究 
(e) 学会などにおける活動 
1) 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 '09 プログラム委員 
2) 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門 技術委員 
3) 日本機械学会 2009 年度年次大会実行委員会 委員 
4) 日本機械学会 2009 年度年次大会 “作業ロボット・その他”セッション座長 
5) 日本機械学会論文集 査読 3 件 
6) Advanced Robotics 査読 2 件 
7) 2009 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems 査読 2 件 
8) 2010 IEEE International Conference on Robotics and Automation 査読 1 件 
9) Robotics and Autonomous Systems 査読 1 件 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
■ 制動力保持機構を持つブレーキシステムにおける可視光通信を用いた保持制御 
都市部などで頻発している交通渋滞の中で，停車している際に誤ってブレーキペダルを開放すると，クリープ現
象によって先行車に追突する恐れがある．著者らは，自車から得られる速度情報などに基づいて，停車時に必要に
応じて自動的に制動力を保持するブレーキシステムを開発してきた．しかし，車列に並んだ車両が発進するまでの
時間は車列の長さに強く依存するため，自車の情報だけで柔軟に判断することは困難であった．本研究では，可視
光通信を用いて車車間／路車間で情報を伝達することによって，車列中の位置関係や，信号が青になるまでの時間
を入手し，それらに基づいて制動力の保持／不保持を判断する手法を提案する． 
 
 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
8 
 
職名： 講師 氏名： 今井 信太郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
離散数学，線形代数，ソフトウェア演習 A，基盤システム演習 B，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B， 
情報メディア入門 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム基盤総論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究，特別ゼミナール， 
ソフトウェア情報学特別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
情報メディア入門 TF 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Shintaro Imai, Atsushi Takeda, Takuo Suganuma, Norio Shiratori, “Effective Ubiquitous Service 
Provisioning based on Knowledge Circulation Framework”, Int. J. of Business Intelligence and Data 
Mining, Vol. 4, No. 1, pp. 78 - 98, May, 2009. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
特になし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 富田哲朗, 今井信太郎，新井義和，猪股俊光，“ネットワーク負荷を考慮したセンサデータ処理の一手法”, 情
報処理学会創立 50 周年（第 72 回）全国大会, 1ZB-2，2010 年 3 月． 
2) 十文字健之，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，曽我正和，千葉和幸，河野准之，“制動力保持機構を持つブレ
ーキシステムにおける可視光通信を用いた保持制御”, 情報処理学会創立 50 周年（第 72 回）全国大会, 2ZA-1，
2010 年 3 月．（学生奨励賞受賞） 
3) 及川雅，後藤隆宏，新井義和，今井信太郎，猪股俊光，千葉和幸，河野准之，“運転者の操作負荷を軽減した駐
車場における車両探索システム”, 情報処理学会創立 50 周年（第 72 回）全国大会, 3ZA-2，2010 年 3 月． 
4) 菊池崇仁，曽我正和，猪股俊光，新井義和，今井信太郎，“教育用プロセッサ SEP-X の設計とシミュレータの製
作”, 電子情報通信学会 2010 年総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」, ISS-P-231，2010 年 3 月．
(e) 研究費の獲得 
特になし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
2.1 リアルタイムシステム学講座 
9 
学部教務委員会，学部入試実施委員会 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
岩手県立大学盛岡短期大学部国際文化学科「情報処理演習 A」担当 
岩手県立大学生協 監事，岩手県立大学生協 設立発起人 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) ET ロボコン 2009 北海道・東北地区大会実行委員 
(c) 一般教育 
特になし 
(d) 産学連携 
特になし 
(e) 学会などにおける活動 
1） 合同エージェントワークショップ＆シンポジウム 2009（JAWS2009） 現地委員 
2） FIT2009（第 8 回情報科学技術フォーラム） 座長 
3） Int. Conf. on Complex, Intelligent and Software Intensive Systems (CISIS2010) 査読（1件） 
4） Int. Workshop on Human and Information Space Symbiosis (IWHISS2010) 査読（1件） 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
Effective Ubiquitous Service Provisioning based on Knowledge Circulation Framework 
知識流通フレームワークに基づく効果的なユビキタスサービスの提供 
It is necessary to use expert knowledge of networks and computers to reduce the burden on users when providing 
high-quality communication services to non-expert users in ubiquitous information environments. We have 
been working on the systematic support of circulation of expert knowledge to meet that need. In this paper, 
we propose a new Knowledge Circulation Framework (KCF) for ubiquitous service provision: uKCF. To produce 
uKCF, we added two features to the original KCF: (1) representation of accumulated knowledge to express 
different situations among ubiquitous information environments, and (2) a knowledge circulation scheme based 
on the similarity of the environments using (1). We applied uKCF to service control for a ubiquitous 
videoconferencing system. The experimental results show that the proposed system can provide better and 
more stable service by improving adaptability to various ubiquitous computing environments. 
（“Effective Ubiquitous Service Provisioning based on Knowledge Circulation Framework”, Int. J. of 
Business Intelligence and Data Mining, Vol. 4, No. 1, pp. 78 - 98, May, 2009. より引用） 
 
